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明代南蔵本 『古尊宿語録』につい
て

南宋禅宗史における虎丘派

明末における沙弥の訓育について

明末清初閲僧東渡孜

虚堂録を読む(13～14)
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大慧の書(翰 集)を 読む(1～2)

訓 注 「祖堂集」(4～7)

天童寺世代考(4)

禅 文 化137～1387～10

禅 文 化135～1381～10

愛 知 学 院 大学 禅研 究18・193

所 紀 要

〔朝鮮〕
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坐禅用心記とその引用文献 ・外

『無蓋集』をめ ぐる諸問題につい
て

無壷集について

『正法眼蔵抄』 口語訳の試み
一仏性㈹一

道元参究
一現代における道元学の系譜一

乾坤院本 「洗面」 と洞雲寺本 「洗
面」について(1)

『永平広録』巻一 「興聖寺語録」
と 『正法眼蔵』

『典座教訓』 と 『知事清規』典座
章

中世曹洞宗切紙の分類試論⑮一室
内(嗣 法 ・三物 ・血脈)関 係を中
心 として(補)一

中世曹洞宗切紙の分類試論⑯一参
話(宗 旨 ・公案 ・口訣)関 係を中
心として㊤一

永興詮慧 と静明法印

洞門より見たる静明に関する一考
察

「梅花無書蔵注釈」

「人間万事塞翁が馬」と晦機禅師

五山の詩を読むために

禅僧の俗縁 と移動
一全岩東純を事例 として一

建長寺僧籍帳(22～23)

興国寺の末寺 ・塔頭

近世仏教の歴史像
一大桑斉氏の 「反論」によせて一

真字 『正法眼蔵』をめぐる諸問題

続 『永平広録』考

『翰林五鳳集』について
一近世初期漢文学管見(3)一

宗学研究32

曹洞宗宗学研究所紀要3

宗学研究32

駒沢大学仏教学部論集21

季刊 『仏教』10

駒沢大学仏教学部研究48紀
要

駒沢大学仏教学部論集21

Q
」

3

3

01

1

3

10
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曹洞宗宗学研究所紀要33

曹 洞宗研究員研究紀要2112

昭和学院短期大学紀要26

国学院大学漢文学会会36
報

新古典文学大系48『 五
山文学集』

宗学研究323
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あかね1211

仏教史学研究33-211

松 ケ岡文庫研究紀要43

曹洞宗宗学研究所紀要33

相 愛大学研究論集37
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無著道忠編纂の語録辞書について

関山慧玄と高梨氏

鹿山公私諸般留帳(8～9)
新出資料 ・真字 『正法眼蔵』の翻
刻 ・紹介一永昌院本と松源院本に
ついて一

天瑞円照に受戒した洞門僧

豊臣政権の朝鮮侵略と五山僧

良寛和尚の伝記に思う
『正法眼蔵』「発菩提心」と「発無
上心」一 『正法眼蔵』のことぼ研
究覚え書(→一'
興国寺略記

鎌倉期の由良荘と西行寺

近世の興国寺と鷲峰復古運動
室町禅林における大名家在京雑掌
の活動一相国寺大智院競秀軒の場
合一
尾張北部地域における曹洞禅の展
開(皿)
義介 ・義罪 と入宋問題

初期曹洞教団の関東進出
一明全 ・詮慧 と常陸佐竹氏一

道元禅師の鎌倉行化 とその周辺

耕雲寺傑堂能勝伝について(2)

宗門葬祭儀礼の変遷
一亡僧葬法を中心 として一

永平正法眼蔵開版助刻者菩提の法

名について

天桂伝尊の著作について(2)

今津文庫蔵 『法金剛院雑記』所収
「禅爾和尚涼懊傳草案」

訓註 『誠拙禅師語録』その三

誠拙著 『正法眼』について

駒沢大学図書館蔵 『金尿集』につ
いて

黄壁宗の研究
一末寺帳とそれにみる教団一

大明国師一七百年遠忌に因んで一

新出の禅林寺本 『螢山清規』にっ
いて

螢山禅師伝の考察←)一世寿五八歳
説の出現をめぐって一

目本禅宗史の研究一越後における
中世禅宗教団の展開一

興国寺の立地について

駒沢短期大学研究紀要18

須高30

鎌倉63～64

野 大学禅研究所年 創刊

宗学研究32

蕾藩綱 家と異域 ●異 ・・
宗学研究
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曹洞宗宗学研究所紀要33

あかね

あかね

あかね
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野 大学禅研究所年 創刊
駒沢大学仏教学部論集21
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宗学研究
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323宗学研究
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花園大学研究紀要

禅文化

宗学研究

39-112
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印度学仏教学研究38-23
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『正法眼蔵』の成立に関する試論一六十巻本『正法眼蔵』について一

『正法眼蔵』の成立に関する試論一七十五巻本 『正法眼蔵』の編集

について一

道元禅師の御名について

由良興国寺祠堂米(金)雑 考

懐奨と義介

初期永平寺僧団の問題点

聖徳太子南嶽慧思後身説の変遷

達磨宗の展開について

道元禅師寂後の僧団

退耕行勇とその門流について

鈴木大拙の原風景(2～5)

元朝国信使寧一山考
『漢嵐拾葉集』「証不由他灌頂」の
背景一禅宗批判一
七十五巻本 『正法眼蔵』編纂説考

総持寺五院塔頭伝法庵主大徹宗令
の行実と思想
日本中世における経済社会と禅宗

放下僧 ・暮露にみる中世禅僧と民衆

性天禅旭の歴住妙心の入寺をめぐ
って
稲荷山浄妙禅寺略記

地方五山派寺院の成立と檀越
内閣文庫所蔵の道元禅師伝(二種)
に関して

訂補 ・山頭火俳号考

曹洞宗宗学研究所紀要33

宗学研究

宗学研究

あかね

印度学仏教学研究
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需縷 院大学禅研究 ・8・・9
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禅文化研究所紀要16
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日本歴史509
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南陽 と私一丹霞山と香厳寺一

道元の書 『普勧坐禅儀』と書風の
変移

興国寺の仏像

ここに仏者あり
一西谷啓治先生のこと一

『黄壁清規』中の唐音について
一声母を中心に一

中世禅林の信仰と美術一道元禅師
の観音信仰を中心として一

日本人の原像一良寛さんの旅一

中国仏蹟見聞記

仏教芸術

あかね

季刊 『仏教』

龍谷紀要
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印度学仏教学研究38-23

季刊 『仏教』101
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『修証義』と 『舞姫』の百年

興国寺所蔵の 「賀茂葵かつら」に
ついて

清規の動向と展望(講 演)

法灯国師蹉跳画像の発見について

「最後の旅へ」1一 ジェルマソ・
ヌーボー と種田山頭火の場合一

十四世紀院派仏師の造仏と林下禅
一千葉円照寺釈迦三尊像と東光寺

院広銘僧形坐像を中心に一

唐詩にみる唐代の茶と仏教

大安心をサイエソスする

興国寺 と尺八

真景の真実一雪舟筆 「天橋立図」
の成立について一

興国寺蔵 「花山院殿染筆之和歌」

済家の風(講 演)

東西霊性交流で学んだこと

洞門抄物における 「再吟」の性格

坐禅の大脳生理学

教化の一視点
一高田道見の伝道観一

ヨーロッパ禅の試み

吉川家所蔵伝雪舟筆 天與清啓賛
「湖亭春望図」について

禅と身体一宗教の解剖学 ・七一

禅のこころ 芭蕉のこころ
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